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外科領 域 にお け るAC-1370の 臨床 的検討

平 山 隆 ・菊 地 金 男

国立仙台病院外科

要 旨

新 しいcephalosporin系 抗 生物質 であるAC-1370に つ いて,外 科的感染症に おけ る臨床 的検 討

を行ったので報告する。

対象は当科に入院 した尿路感染症3例,腹 腔内膿瘍2例,肛 門周囲膿瘍1例,盲 腸周囲膿瘍1例,

胆管炎1例,創 感染1例,急 性腹膜炎1例 の計10例 である。年齢は19～73歳 までで,男 子6例,女

子4例 である。

投与方法は1回1g,1日2回,5日 間点滴静注 した。

細菌学的検討を行いえたのは9例 で,主 な検出菌はE.coli 2株,Pmoroganoo 3株,B.fragilis

3株,S.pyogenes 2株 な どであった。 このうちE.coliは2株 中1株,P.morganiiは3株 中2株,

B.fragilisは3株 中2株,S.pyogeneesは2株 中1株 に菌の消失をみた。

臨床成績についてみると,著 効,有 効,無 効の3段 階評価を行い,有 効7例,無 効3例 で,70%

の有効率であった。

副作用は自覚的なものは1例 も認め られなかった。 また肝機能,腎 機能,末 梢血液像等に異常は

認められなかった。

以上よ り本剤は外科的感染症に有用 と思われた。

緒 言

新しい合成cephalosporin系 抗 生物質AC-1370はFig.1

のような化学構造をもち,そ の特長としてグラム陽性菌お

よびグラム陰性菌に対 し,広 範囲な抗菌 スペ クトラムを

示し,特にグラム陰性菌のうち,Pseudomoms属 を含むグ

ラム陰性桿菌に対 し良好な抗菌力を示す といわれ る。 ま

た,本 剤の際立った特徴 として,マ ウスの感染防御試験

においてin vivoの 抗 菌活性 を上 まわる効果が認め られ

ている1)。本剤は,薬 動力学的に も他の第3世 代セフェム

剤と遜色がな く,高 い血中濃度 と優れた曲線下面積を有

し,血 中半減期は100分 前 後である。主たる排泄臓器は腎

で,尿 中回収率は投与後8時 間までに80～90%に 達 する。

安定性はきわめて高 く,尿 中に生物学的活性代謝産物は

Fig.1 Chemical structure of AC-1370

証明 されていない9。

今回われわれは本剤 を外科領域 感染症に試用 したの

で,そ の結果 をここに報告する。

1.対 象および方法

対 象は当科に入院 した外科領域感染症10例 で年齢 は

19～73歳(平 均51歳).男 子6例,女 子4例 である。

疾患別にみると尿路感染症3例,腹 腔内膿瘍2例,肛

門周囲膿瘍1例,盲 腸周囲膿瘍1例,胆 管 炎1例,創 感

染1例,急 性腹膜炎1例 の計10例 で ある。

AC-1370の 投 与方法は1回19,1日2回,5日 間,総

投与量10gを 点滴静注した。

II.効 果 判 定 基 準

起炎菌の消長および発熱 痺痛,排 膿等の自 ・他覚的

所 見の改善,さ らに血液,尿 等の検査値の改善 を勘案 し

て,総 合的に著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階に分

けて判定 した。

III.成 績

本剤投与による治療成績をTable 1に 示 した。

すなわち外科的感染症10例 に対 し有効7例,無 効3例
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Table 2 MIC of AC-1370 and other antibiotics

Table 3 Bacterial effect of AC-1370

で,有 効率は70%で あ った。

無効例のうち,症 例1は 他院にて,絞 扼性イレウスのた

め小腸切除をうけ,術 後縫合不全をきたし,こ れに よる

腹腔内膿瘍のため,当 科へ転送 された症例 である。AC

-1370を1回1g
,1日2回,5日 間 投与 したが,下 熱せ

ず,感 受性検査 に よ りAC-1370は,検 出菌のS.faeca-

lis,P.moragaii,Enterobacterに 対 してほ とんど抗菌力

を示さなかった。膿 量の減少もな く無効に終 った症例で
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Table 4 Laboratory findings in patients before and after administration of AC-1370

ある。症例6は 直腸癌再発による神経因性膀胱をきた し,

urinarytractinfection(U.T.1.)を くり返 している症例

である。一般状態がきわめて不良であったことの他 に,

尿 よりの検出菌,P.imonstans,P.putldaに 対 しAC

-1370は 全 く抗菌力はな く,AC-1370,1回1g,1日2

回,5日 間 の投与によって も下熱等の臨床症状の改善は

み られず,無 効に終 った。症例9も 直腸癌再発による神

経 因性 膀胱 を有 す る症 例 で,U.T.I.を く り返 して い

た。AC-1370,1回19,1日2回,5日 間投与にて,下

熱等の臨床症状の改善はみられなか った。本症例の尿 中

よりの検出菌はSemtiaで,AC一1370に 対 して全 く感受

性がな く,投与後の菌も不変で無効に終った症例 である。

IV.細 菌 学的検討(Table2,3)

9例 についてAC-1370の 細 菌学的検討 を行った。まず

検出菌の最小発育阻止濃度(MIC)をcefoperazone(CPZ),

Iatamoxef(LMOX),cefotiam(CTM),cefazolin

(CEZ)之 比較 してみる とE.coli,P.morganiiな どのグ

ラム陰性桿菌では,他 剤 よりは,や や抗菌力は劣るもの

の比較的良好な成績であった。 しか しなが らグラム陽性

菌の うちS.fzmlisに 対す る抗菌力は弱 く,ま た嫌気性

菌B.fragilisに 対 して も抗菌力はほとんど認められな

か った。一方,除 菌効果についてみるとP.morgarii,S.

epidermidis,B.fragilisは 良好 であったが,そ の他の検

出菌については不良であった。

V.副 作 用(Table 4)

AC-1370は1日29,5日 間,109の 少量投与を行った

が,自 ・他覚的に所見 を認めず,ア レルギー,胃 腸障害

のほか,新 開発のcephalosporin剤 の一部に時としてみ

られ る,静 注時の不快感,血 管痛 などもみ られなかった。

血液検査所見では,肝 機能検査の異常値を示した5例
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は,い ずれ も本剤の投与前か らGOT,ALPな どに異常

値がみられたもので,本 剤 との関連はない と思われる。

また,本 剤投与後貧血が2例 にみられたが,い ずれ も高

度進行癌症例であ り,恐 らく原疾患によるものであろ う。

VL考 案 ならびに結論

生体側の感染に対す る抵抗力の低下,す なわち免疫機

構の破綻は,術 後感染症の主因子 と考えられている。最

近宿主の条件の悪化,す なわち各種重症基礎疾患,小 児,

高齢者に対 して過大な手術侵襲が 日常行われ るようにな

り,ま た癌患者に対する抗癌剤の投与,放 射線療法など

の免疫抑制的な治療により,術 後 グラム陰性桿菌の感染

が著しく増加 し,術 後感染症の病態が大 きく変化 してい

ることは周知の事実である2,3)。

本剤は,マ ウスの感染防御試験においてin vitroの 抗

菌活性を上 まわる効果が認められているが1),一方 各種 免

疫機能検査において,好 中球 を含めた免疫機能賦活作用

が認め られ ている。感 染症 に おい て はhost-parasite

-drug relationshipと もいうべ き3つ の要因の相互関係

で治療の体系が成立 しているが,宿 主 をターゲッ トとす

るこれら要因の組合せの中で,従 来の化学療法はparasi-

te-drug relationshipが 主体 となっていたが,本 剤のよう

に宿主の免疫機能を賦活す る薬剤が次々 と開発されるな

らば,進 行癌患者や,小 児,高 齢者 などのいわゆるcom-

promisedhostに おける感染症に対 して有力な武器 とな

り得 ると思われる。 自験例においても,末 期癌患者 を含

む重症感染症10例 中,有 効7例,無 効3例 で,有 効率70%

と比較的良好 な成績をおさめた。本剤の抗菌力 をCPZ,

LMOX,CTM,CEZと 比較 してみると,in vivoの 抗菌

活性は,他 剤と比較 し,さ ほ ど優れているとはいえない

が,70%と い う有効率 を示 したことは,本 剤のin vivoに

お ける効果を間接的に証明 し得た もの と思われ る。

本剤投与による自・他覚的な副作用は全 く認め られず,

血液,尿 等の臨床検査値の異常 も直接薬剤 と関係す るも

のはなか った。

よって本剤は,外 科的感染症に対 し有用な薬剤の一つ

と考えられた。
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CLINICAL STUDIES ON AC-1370 TREATMENT

FOR SURGICAL INFECTIONS

TAICASHI HIRAYAMA and KANEO KIKUCHI

Department of Surgery, Sendai National Hospital

AC-1370 was studied in 10 cases with surgical infections (urinary tract infection 3, intraperitoneal
abscess 2, periproctal abscess 1, perityphlic abscess 1, wound infection 1, cholangitis 1, acute peritonitis 1)
and administered 1 g twice a day for 5 days.

The results were good in 7 cases, poor in 3 cases with effective rate 70%.

Bacterial effects with 16 strains in 10 species were as follows: 3 strains of B. fragilis, 2 strains of P.
morganii, each one strain of E. coli, S. pyogenes, S. epidermidis were eradicated and each one strain of

E. coli and S. pyogenes decreased but each one strain of P. morganii, Enterobacter, P. putida , Serratia,
P. inconstans, S. faecalis persisted .

No side effects were observed , and in laboratory findings, no abnormal elevations of transaminase,
BUN and creatinine were found .


